
 

様式第２号(第７条関係) 

会議の開催結果 

１ 会議の名称 
令和５年度第３回さいたま市大規模小売店舗

立地審議会 

２ 会議の開催日時 
令和６年１月３１日（水） 

午後３時００分から午後４時１５分まで 

３ 会議の開催場所 大宮区役所 ２階大会議室 

４ 出席者名 

青木 淳子 委員 

園田 真見子 委員 

塚本 健一 委員 

坂本 邦宏 会長（書面にて回答） 

他 事務局職員 

５ 欠席者名 渡邉 祐子副会長 

６ 議題及び公開又は非公開

の別 

（議題） 

（１）大規模小売店舗立地法に基づく届出につ

いて 

（２）その他 

（公開・非公開の別） 

公開 

７ 非公開の理由 ‐ 

８ 傍聴者の数 ０人 

９ 審議した内容 
（１）大規模小売店舗立地法に基づく届出につ

いて 

10 問合せ先 
経済局 商工観光部 商業振興課 

電話番号 ０４８－８２９－１３６４ 

11 その他 ‐ 

 



意見審議①

（仮称）武蔵浦和駅前計画
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届出概要

店 舗 名 称 （仮称）武蔵浦和駅前計画

設 置 者
野村不動産株式会社 代表取締役社長 松尾 大作
株式会社ジェイアール東日本都市開発 代表取締役社長 根本 英紀

店 舗 所 在 地 さいたま市南区沼影１丁目９３番地１ 他１４筆

用 途 地 域 商業地域

店 舗 面 積 ４，５０６㎡

小 売 業 者 未定（核テナントとして食品スーパーを予定）

営 業 時 間 午前８時００分～午後11時００分
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届 出 日 令和５年７月2０日

新 設 日 令和６年４月1日

縦 覧 及 び 意 見 書
提 出 期 間

令和５年８月４日 ～ 令和５年１２月４日

説 明 会 実 施 日 令和５年９月１４日（木）｜２回実施

届出概要
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１．駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便
及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項

 駐車場について

指針による配慮事項 関連する届出事項

収 容 台 数
合計４３台

内訳｜建物地下１階 ４３台
※指針による必要台数 ４３台

形 式 ・ 発 券 ブ ー ス 自走式・発券ブースあり

出 入 口 の 数 ・ 位 置
１箇所

内訳｜出入口１箇所（敷地東側）

入 庫 処 理 能 力
450台／１時間
ピーク1時間あたり来店車両数４７台

左 折 入 出 庫 の 徹 底 及 び
歩 行 者 等 の 安 全 確 保

・左折入出庫を実施する
・駐車場車路と歩道が接する箇所に防護柵やボラードを設置し、巻き込み防
止及び車路と歩道の境界を分かりやすくし、来客自動車の入出庫の際の歩
行者・自転車への安全を確保する

駐 車 待 ち ス ペ ー ス
敷地内有 １０７ｍ

※指針による必要スペース ０ｍ 4



１．駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便
及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項

 駐輪場について

指針による配慮事項 関連する届出事項

自 転 車 収 容 台 数

合計２５８台
内訳｜建物北側駐輪場１ １００台 平面式

建物北側駐輪場２ ８８台 平面式
建物南側駐輪場３ ７０台 平面式

※附置義務台数２５８台

管 理 体 制
・従業員等が適宜巡回し整理を実施
・時間貸し駐輪場（有料）のため２４時間利用可能で
す。

自動 二輪 車収容 台 数 １０台
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１．駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便
及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項

 荷さばき施設について

指針による配慮事項 関連する届出事項

位 置 ・ 面 積 1階商業棟西側 荷さばき施設 ２１１㎡

搬 入車 両専 用出 入口 あり（商業棟西側）

搬 出 入 時 間 午前６時00分～午後１0時00分

搬 出 入 車 両 台 数
４４台／１日

内訳｜２ｔ車３０台、４ｔ車１０台、廃棄物４台

ピ ー ク 時 間
午前6時00分～午前７時00分

２ｔ車６台／１時間、４ｔ車２台／１時間

荷 さ ば き 処 理 時 間
ピーク時の延べ荷さばき処理時間最大1００分に
対し、同時作業可能台数２台（60分×２台＝１２０
分）であるため、スムーズな対応が可能な見込み
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１．駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便
及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項

 来退店経路について

調査地点 調査年月日

ピーク時間帯

上段：休日
下段：平日

交差点需要率
（現況→開店後）

上段：休日
下段：平日

交差点１

令和４年６月３日(金)
及び

令和４年６月５日(日)

1０時台 0.２３１ → 0.３１３

１０時台 0.２１２ → 0.２６５

交差点２
（南区役所前）

1２時台 0.2２２ → 0.２６６

１６時台 0.１８５ → 0.2１７

交差点３
（武蔵浦和西口）

1２時台 0.２８４ → 0.３５９

１０時台 0.２７１ → 0.３２５
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１．駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便
及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項

 その他について
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指針による配慮事項 関連する届出事項

歩行者の通行の利便の確保等

• 駅のペデストリアンデッキと接続をし、駅周辺の
回遊性・利便性を確保する

• 出入口周辺には視界を遮るような植栽や構造
物を設置せず、十分な視認性を確保する

廃 棄 物 減 量 化 及 び
リ サ イ ク ル に つ い て の 配 慮

• 食品リサイクル法、容器包装リサイクル法に基づ
き、廃棄物の発生抑制・再生利用・減量化に努め
る

• 段ボール削減のため、各店舗と物流センター間
で通い箱を使用する

防 災 ・ 防 犯 対 策 へ の 協 力

• 防災協定等の締結要請があった場合には適宜関係官
庁との連携をとり、災害時における生活必需品の供
給など必要な協力を行い、地域への寄与に努める

• 照明配置の工夫や警備員等による定期的な巡回等に
より、駐車場及び駐輪場での犯罪を未然に防ぐ



２．騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化
の防止のために配慮すべき事項

 騒音問題の対応策について

指針による配慮事項 関連する届出事項

一 般 的 対 策

• 屋外においてスピーカーによる営業宣伝は行わない
• 騒音発生源となる室外機、給排気口等については低騒音型の機

器を選定し、なるべく周辺住居への影響が少ない位置、向きに設
置する

小売店舗の営業活動に
お け る 騒 音 対 策

• 荷さばき施設は段差の少ない構造とする
• 荷さばきにおいてゴムキャスター付き台車の使用で走行音を低

減する

付帯設備及び付帯施設
等 に お け る 騒 音 対 策

• 駐車場の出入口の車路については、段差がなく静穏な走行がで
きる構造とし、騒音の低減を図る

9

開店時刻 ～ 閉店時刻 午前８時００分 ～ 午後１１時00分

駐車場利用可能時間帯 午前７時４５分 ～ 午後11時１５分

荷 さ ば き 可 能 時 間 帯 午前６時00分 ～ 午後１０時00分



２．騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化
の防止のために配慮すべき事項

 騒音の予測・評価について

①等価騒音レベルの予測

予測地点 予測結果の評価

A

• すべての予測地点において、昼間及び夜間
の等価騒音レベルは環境基準値を下回る

B１

B2

C１

C２
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２．騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化
の防止のために配慮すべき事項

 騒音の予測・評価について

②夜間騒音の最大値の予測

予測
地点

再予測
地点

再々予測
地点

予測結果の評価

a1 － －

• a1、a2、ｃ１、ｃ２、ｄ１地点においては、施設の敷地境界線上で基準規
制値を満足する結果となった

• ｂ１～ｂ４においては、道路を挟んだ保全対象側の敷地境界線上にお
いて再予測を実施（ｂ１´～ｂ４´）

• 再予測の結果、すべての予測地点において、騒音レベルの最大値は
規制基準値を下回る

a2 － －

b1 ｂ１´ －

b2 ｂ２´ －

b3 ｂ３´ －

b4 ｂ４’ －

c1 － －

c2 － －

d1 － －
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２．騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化
の防止のために配慮すべき事項

 廃棄物について

12

指針による配慮事項 関連する届出事項

保 管 に つ い て

• 保管施設１容量 １３．１２㎥ ＞ １０．２３㎥ 必要保管容量
• 保管施設２容量 ６．９１㎥ ＞ ６．１３㎥ 必要保管容量
• 保管施設３容量 ６．０８㎥ ＞ ５．０４㎥ 必要保管容量

※廃棄物の種類別の必要保管容量についても満たしている

運 搬 ・ 処 理 に つ い て

• 保管施設は十分なスペースを確保し、適正な場所に配置する
• 再資源化可能な物資（段ボール・古紙・空き缶・空き瓶・PETボト

ル・牛乳パック・発泡剤・食廃油等）については食品リサイクル法、
容器包装リサイクル法に基づき適正に処理する。

• 廃棄物の分別保管を徹底する
• 専門業者に運搬、収集を委託する



２．騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化
の防止のために配慮すべき事項

 街並みづくり等への配慮について
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指針による配慮事項 関連する届出事項

緑 化 対 策
• さいたま市みどりの条例に基づき、敷地内に緑地を確保し、緑化

の推進に努める（商業建物５階部分に緑地公園を設置）

景 観 へ の 配 慮
• さいたま市景観条例に基づき、外観のデザイン及び色彩に関し

ては落ち着いた雰囲気となるよう配慮し、また店舗看板は必要
最低限のものとする

高齢者・身障者への配慮
• さいたま市だれもが住みよい福祉のまちづくり条例に基づき、

点状ブロック・避難誘導灯・店舗案内看板を設置する

夜間照明・広告塔照明等
の 計 画 と 光 害 対 策

• 周辺住居に対する光害対策として、屋外照明灯は下向き灯光と
し、周辺住宅に対して大きな影響を及ぼさないように、配置・照
度・方向・点灯時間に配慮する



令和５年１２月５日 

 

関係各課意見に対する回答書 

 

さいたま市長 あて 

 

氏   名  野村不動産株式会社 

代表者氏名  代表取締役社長 松尾 大作 

住   所  東京都新宿区西新宿一丁目 26番 2号 

 

氏   名  株式会社ジェイアール東日本都市開発 

代表者氏名  代表取締役社長 根本 英紀 

住   所  東京都渋谷区代々木二丁目２番２号 

 

 

「（仮称）武蔵浦和駅前計画」の大規模小売店舗立地法手続きについて、関係各課よ

り提出された意見照会に対して、下記のとおり回答いたします。 

 

記 

１ 大規模小売店舗の名称及び所在地  

名 称  (仮称)武蔵浦和駅前計画 

所在地  さいたま市南区沼影１丁目93番地-1 他14筆 

  

２ 意見に対する回答  

別紙のとおり 

 

 

 

  



別紙 

 

関係課  意見  回答  

埼玉県警察本部

交通規制課  

・切り下げ箇所侵入防止策とし

ての植栽が協議継続中である

ことから継続協議願います。 

・出店の約１か月前までに浦和

警察署と開店時の対策を協議

すること。 

 

・必要な協議を継続して実施い

たします。 

 

・開業１か月前までに開店時の

対策について、ご相談・ご報

告を差し上げます。 

学事課  ・計画地が、浦和大里小学校・

浦和別所小学校・内谷中学校

の通学路に面しており、近隣

道路が沼影小学校の通学路に

なっています。 

 届出書に従った来退店及び搬

出入がなされるよう交通整理

員へ十分な説明を行うととも

に、来客及び搬出入者に対し

て注意喚起を行ってくださ

い。 

・交通整理員が不在の期間・時

間帯においても、必要に応じ

て要員を配置するなどし、児

童生徒の登下校の安全確保に

は万全を期してください。 

・駐車場出入口や搬入口周辺の

歩行者・自転車、特に通学児童

には十分留意いたします。 

交通誘導員および、搬入車両の

ドライバーへも注意喚起を徹底

し、駐車場への安全な運用に努

めます。 

 

 

 

 

・周辺の状況をみて、必要に応

じて誘導員を配置いたします。 

特に児童生徒の登下校時には、

できるだけ配慮をし、安全確保

に努めます。 



環境対策課 ・夜間における発生する騒音ご

との予測・評価において、一

部予測地点において基準値を

超過することが見込まれるた

め、周辺地域の生活環境の悪

化を防止するための必要な配

慮について具体的に記載し、

苦情が寄せられないよう事前

に適切に対応すること。 

・夜間の予測・評価について、

南側の「敷地境界」におい

て、基準値を超過する箇所が

ありますが、「保全対象側の敷

地境界」では全ての地点で基

準値に収まる結果となってい

ます。南側建物の住宅棟は保

全対象側の敷地境界から更に

10ｍ以上奥まったところに立

地しており、実際の住居への

影響は少ないと考えておりま

すが、苦情が寄せられた場合

は、誠意をもって対応いたし

ます。 

南部都市計画事

務所 

都市計画指導課 

・都市計画道路の区域内におい

て建築物を建築する場合は、

都市計画法５３条に基づく許

可申請を行うこと。 

・さいたま市屋外広告物条例の

基準を確認し、許可が必要で

あれば申請すること。 

・さいたま市建築物駐車施設の

附置等に関する条例に基づく

届出をすること。 

・駐車場法第２条第２号に規定

する路外駐車場に該当し、自

動車の駐車の用に供する部分

の面積が５００㎡以上の場合

は、同法第１１条に規定する

技術的基準に適合させるこ

と。また、現に同基準に適合

しているときは、その状態を

維持すること。さらに、駐車

料金を徴収する場合は、同法

に基づく届出をすること。 

 

・必要な申請手続きをいたしま

す。 

 

 

・条例基準を確認し、必要であ

れば速やかに許可申請をいた

します。 

・必要な申請手続きをいたしま

す。 

 

・駐車場法に基づく基準に適合

しています。今後ともその状

態を維持してまいります。ま

た、料金の徴収をいたします

ので、必要な届出をいたしま

す。 

  



南部建設事務所 

土木管理課 

・東側出入口の左折出庫の周

知、徹底をお願いします。 

 接続道路が一方通行となって

いるため、右折すると逆走と

なりますが、それに対する具

体的な対策等をご掲示願いま

す。 

 

・南側県道さいたま曲本線につ

いては、歩道が拡幅され市に

移管予定ですが、これにより

歩道上に不法駐輪が増えるこ

とが予想されます。このこと

について、具体的な対策案を

ご提示願います。 

 

・東側出入口の左折出庫の周知

のため、駐車場出口に左折矢

印の表記等をする計画です。

また、入出庫の経路につい

て、施設内に経路図を掲載

し、ドライバーへ注意喚起を

いたします。 

 

・「放置禁止区域｣等の看板等設

置を検討します。路上への不

法な駐輪があった場合、店内

放送による注意喚起を検討い

たします。対策を実施する場

合は、警察署・関係行政にご

相談させていただきます。 

南部建設事務所 

道路安全対策課 

・東側出入口の左折出庫の周

知、徹底をお願いします。 

 接続道路が一方通行となって

いるため、右折すると逆走と

なりますが、それに対する具

体的な対策等をご掲示願いま

す。 

 

・南側県道さいたま曲本線につ

いては、歩道が拡幅され市に

移管予定ですが、これにより

歩道上に不法駐輪が増えるこ

とが予想されます。このこと

について、具体的な対策案を

ご提示願います。 

 

・東側出入口の左折出庫の周知

のため、駐車場出口に左折矢

印の表記等をする計画です。

また、入出庫の経路につい

て、施設内に経路図を掲載

し、ドライバーへ注意喚起を

いたします。 

 

・「放置禁止区域｣等の看板等設

置を検討します。路上への不

法な駐輪があった場合、店内

放送による注意喚起を検討い

たします。対策を実施する場

合は、警察署・関係行政にご

相談させていただきます。 

  



意見審議②

（仮称）ヤオコー浦和三室店

1



届出概要

店 舗 名 称 （仮称）ヤオコー浦和三室店

設 置 者 株式会社ヤオコー

店 舗 所 在 地 さいたま市緑区大字三室字西宿１２１５番３ 外２０筆

用 途 地 域 第一種住居地域

店 舗 面 積 １，８４２㎡

小 売 業 者 株式会社ヤオコー

営 業 時 間 午前８時00分～午後９時４５分
2



届 出 日 令和５年９月１９日

新 設 日 令和６年５月３１日

縦 覧 及 び 意 見 書
提 出 期 間

令和５年９月２７日 ～ 令和６年１月２９日

説 明 会 実 施 日 令和５年９月３０日（土）

届出概要

3



１．駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便
及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項

 駐車場について

指針による配慮事項 関連する届出事項

収 容 台 数

合計５９台
内訳｜平面駐車場 ２７台

屋上駐車場 ３２台
※指針による必要台数 ５９台

形 式 ・ 発 券 ブ ー ス 自走式・発券ブースなし

出 入 口 の 数 ・ 位 置
３箇所

内訳｜出入口１、入口２、出口３

入 庫 処 理 能 力
６50台／１時間
ピーク１時間あたり来店車両数１００台

左折入出庫の徹底及び
歩 行者 等の 安全 確保

左折入庫を原則とし、計画地北側の市道からの右折
入庫を防止するため、出入口１に右折入庫防止の看
板設置を行う

駐 車 待 ち ス ペ ー ス
敷地内有 北側 ６ｍ

西側 ６ｍ
※指針による必要スペース ０ｍ

4



１．駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便
及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項

 駐輪場について

指針による配慮事項 関連する届出事項

自 転 車 収 容 台 数
合計５３台

内訳｜店舗建物南側駐輪場 ５３台 平面式
※附置義務台数 指定区域外

管 理 体 制
• 混雑状況に応じ従業員等が適宜巡回を行う
• 営業時間外は入口をチェーン等により閉鎖する

自動 二輪 車収容 台 数 ５台

5



１．駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便
及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項

 荷さばき施設について

指針による配慮事項 関連する届出事項

位 置 ・ 面 積
荷さばき施設１ 屋上駐車場 １３７．２５㎡
荷さばき施設２ 平面駐車場 １２０㎡

搬入 車両 専用出 入 口
なし ※来客車と駐車場出入口１を共用するため、駐車場
利用時間外や来客の少ない時間帯を中心に荷さばきを
行う予定

搬 出 入 時 間
荷さばき施設１ 午前６時00分 ～ 午後１０時00分
荷さばき施設２ 午前６時００分 ～ 午後８時４５分

搬 出 入 車 両 台 数

荷さばき施設１ １９台／１日
内訳｜２ｔ車３台、４ｔ車１３台、廃棄物３台

荷さばき施設２ ４台／１日
内訳｜２ｔ車１台、４ｔ車２台、廃棄物０台

ピ ー ク 時 間

荷さばき施設１ 午前７時台
４ｔ車３台／１時間

荷さばき施設２ 午前６時台
２ｔ車１台、４ｔ車２台／１時間

荷 さ ば き 処 理 時 間
ピーク時の延べ荷さばき処理時間最大６０分に対し、同
時作業可能台数２台（60分×２台＝１２０分）であるため、
スムーズな対応が可能な見込み 6



１．駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便
及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項

 来退店経路について

調査地点 調査年月日

ピーク時間帯

上段：休日
下段：平日

交差点需要率
（現況→開店後）

上段：休日
下段：平日

交差点１
（道祖土）

令和４年１２月１８日(日)
及び

令和４年１２月１９日(月)

１１時台 0.４８６ → 0.４９８

１７時台 0.４５４ → 0.4６５

交差点２
１１時台 0.４４３ → 0.４８２

１８時台 0.４５３ → 0.４９２

交差点３
（不動谷）

１４時台 0.４５４ → 0.４８１

１７時台 0.5０４ → 0.５２５
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１．駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便
及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項

 その他について

8

指針による配慮事項 関連する届出事項

歩行者の通行の利便の確保等
• 敷地西側、南側及び東側は自主管理歩道（敷地内歩行

者通路）を整備する
• 敷地内に照明を設置する

廃 棄 物 減 量 化 及 び
リ サ イ ク ル に つ い て の 配 慮

• 廃棄物管理規定を定め、廃棄物の管理徹底を図る
• ダンボール削除のため、各店舗と物流センター間で通

い箱を使用する
• 食品リサイクル法、容器包装リサイクル法に基づき、廃

棄物の発生抑制・再利用・減量化に努める

防 災 ・ 防 犯 対 策 へ の 協 力

• 防災協定等の締結要請があった場合には必要な協力
を行い、災害時における生活必需品物資の供給など
適宜関係官庁と連携をとり、地域への寄与に努める

• 防犯カメラやベル、センサーなどの機械による警備に
関しては日常点検を適切に行う



２．騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化
の防止のために配慮すべき事項

 騒音問題の対応策について

指針による配慮事項 関連する届出事項

一 般 的 対 策
• ＢＧＭ等の屋外宣伝活動は行わない
• 冷却塔・室外機・給排気口等については、低騒音型機器を可能な限り導

入する

小売店舗の営業活動に
お け る 騒 音 対 策

• ドア開閉時は一旦半ドアにして扉をしめるよう意識の徹底をはかる
• 作業員に対し、できるだけ静かで迅速な作業を行うように指導徹底をす

る

付帯設備及び付帯施設
等 に お け る 騒 音 対 策

• 駐車場内にお願い看板を設置し、アイドリングストップを奨励する

9

開店時刻 ～ 閉店時刻 午前8時００分 ～ 午後９時４５分

駐車場利用可能時間帯 午前７時４５分 ～ 午後１０時００分

荷 さ ば き 可 能 時 間 帯 午前６時００分 ～ 午後１０時00分



２．騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化
の防止のために配慮すべき事項

 騒音の予測・評価について

①等価騒音レベルの予測

予測地点 予測結果の評価

A

• すべての予測地点において、昼間及び夜間
の等価騒音レベルは環境基準値を下回る

B

C

D

E

F

10



２．騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化
の防止のために配慮すべき事項

 騒音の予測・評価について

②夜間騒音の最大値の予測

予測
地点

再予測
地点

再々予測
地点

予測結果の評価

a-A ー ー • 店舗側の敷地境界において、規制基準値を下回る

a-B a-B’ ー • 保全対象側の敷地境界において、規制基準値を下回る

a-C ー ー • 店舗側の敷地境界において、規制基準値を下回る

a-D a-D’ ー • 保全対象側の敷地境界において、基準規制値を下回る

a-E ー ー • 店舗側の敷地境界において、規制基準値を下回る

11



２．騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化
の防止のために配慮すべき事項

 廃棄物について

12

指針による配慮事項 関連する届出事項

保 管 に つ い て
• 廃棄物保管施設容量 １１．４８㎥ ＞ ８.５８㎥ 必要保管容量

※廃棄物の種類別の必要保管容量についても満たしている

運 搬 ・ 処 理 に つ い て

• 廃棄物及びリサイクル品等は、市指定許可業者と委託契約を締
結し、収集運搬作業を適正に実施し処理する

• 再資源可能な物資については、容器包装リサイクル法に基づき
処理する



２．騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化
の防止のために配慮すべき事項

 街並みづくり等への配慮について

13

指針による配慮事項 関連する届出事項

緑 化 対 策
• さいたま市みどりの条例に基づき、敷地内に緑地を確保し、緑化

の推進に努める

景 観 へ の 配 慮 • さいたま市景観条例に基づき、周辺への景観に配慮する

高齢者・身障者への配慮
• さいたま市だれもが住みよい福祉のまちづくり条例に基づき、

点状ブロック・店舗案内看板等を設置する

夜間照明・広告塔照明等
の 計 画 と 光 害 対 策

• 店舗周辺住居に対して、配置・照度・方向・点灯時間に配慮する



 

 

令和 5 年 12月 4 日 

 

関係各課意見に対する回答書 

 

さいたま市長 あて 

 

（建物設置者）                

名   称 株式会社ヤオコー 

代表者氏名 代表取締役 川野 澄人 

住    所 埼玉県川越市新宿町一丁目 10番地 1 

 

 

「（仮称）ヤオコー浦和三室店」の大規模小売店舗立地法手続きについて、関係各課

より提出された意見照会に対して、下記のとおり回答いたします。 

 

記 

 

 

１ 大規模小売店舗の名称及び所在地  

名 称 （仮称）ヤオコー浦和三室店 

所在地 さいたま市緑区大字三室字西宿 1215 番 3 外 20筆 

  

 

２ 意見に対する回答  

別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別紙 

 

関係課  意見  回答  

埼玉県警察本部

交通規制課  

・出入口付近カラー路面標示の

簡明化を継続検討願います。 

 

 

・店舗東側出口一方通行路に対

する逆走対策を図示願いま

す。 

・自主管理歩道と新規開発道路

との境界対策を図示願いま

す。 

・出店の１か月前までに浦和東

警察署と開店時の対策を協議

すること。 

・継続検討いたします。なおオ

ープン当初の繁忙時等は、当

該標示付近に交通整理員を配

置して適切に誘導します。 

・東側出口脇に左折出庫誘導の

サイン、路面標示を設置しま

す（別添図参照）。 

・路面の色分けを行い境界明示

します（別添図参照） 

 

・出店 1か月前までに浦和東警

察署と協議いたします。 

学事課  ・計画地が、三室小学校の通学

路に面しており、来退店経路

が三室中学校の通学路になっ

ています。 

届出書に従った来退店及び搬

出入がなされるよう交通整理

員へ十分な説明を行うととも

に、来客及び搬出入者に対し

て注意喚起を行ってくださ

い。 

 

・交通整理員が不在の期間・時

間帯においても、必要に応じ

て要員を配置するなどし、児

童生徒の登下校の安全確保に

は万全を期してください。 

・来客に対しては、開業前のチ

ラシ、施設ホームページ等に

より経路周知し、交通整理員

や搬入業者に対しては開業前

に交通計画を入念に周知し、

開業後の適切な運営に努めま

す。また、敷地周りは視距を

確保した構造とし、敷地内に

自主管理歩道を設けるなどの

歩行者対策を行っておりま

す。 

・開業時の状況に応じて適切に

対応いたします。 

 



 

 

環境対策課 ・夜間における発生する騒音ご

との予測・評価において、一

部予測地点において基準値を

超過することが見込まれるた

め、周辺地域の生活環境の悪

化を防止するための必要な配

慮について具体的に記載し、

苦情が寄せられないよう事前

に適切に対応すること。 

・設備機器の経年劣化に伴う騒

音対策を防止するため、年 3

回の保守点検機会を設けてお

り、故障が発覚次第、修繕等

対応いたします。 

南部都市計画事

務所 

都市計画指導課 

・都市計画道路の区域内におい

て建築物を建築する場合は、

都市計画法５３条に基づく許

可申請を行うこと。 

・さいたま市屋外広告物条例の

基準を確認し、許可が必要で

あれば申請すること。 

・都市計画道路区域内への建築

計画はございません。 

 

 

・条例基準を確認の上、適宜申

請致します。 

南部建設事務所 

道路安全対策課 

・届出書６大規模小売店舗の施

設の運営方法に係わる事項

（２）来客が駐車場を利用す

ることができる時間帯につい

て、駐車場出口３の一方通行

道路はスクールゾーンに指定

されている為、繁忙期には出

口利用できない時間帯があり

ます。利用できないことへの

周知等の具体的な対策につい

てご掲示ください。 

・交通評価結果報告書３誘導経

路について、駐車場入口２が

北宿通りを東進してくる来客

の入場のみを想定しています

が、第２産業道路や店舗東側

の手押し信号機のある交差点

から店舗南側の生活道路を経

由し開発道路から右折入場す

る来客が増えることが想定さ

れます。開発道路を北から南

へ抜ける一方通行道路とする

など、店舗南側の生活道路の

交通量の増加を抑える対策に

・繁忙期等は午前 7時 45 分（午

前 8時 00分開店）に駐車場開

放しますが、スクールゾーン

終了時刻の午前 8 時 30分まで

は、駐車場出口 3 を閉鎖して

おき、臨時的に駐車場出入口 1

から出庫させます。スクール

ゾーン終了時刻の午前 8時 30

分以降は駐車場出口 3を開放

いたします。 

 

・開業前のチラシや施設ホーム

ページ等により経路の周知を

行う予定ですが、経路図には

周辺の幹線道路のみを記載

し、生活道路を記載しない対

策を実施します。また開業当

初の繁忙時等には駐車場出入

口に交通整理員を配置し、仮

に南側から来店があった場合

は、交通整理員がドライバー

に対し、今後は生活道路経由

で来店しないよう口頭でお伝

えする予定です。開発道路の



 

 

ついてご検討・ご掲示くださ

い。 

 

一方通行化については事業者

側が積極的に動く予定及び権

利がございません。事業者側

としては相互通行を前提に交

通計画を組んでおりますし、

住民説明会の場でも相互通行

であることを説明しておりま

す。 

  



 
住民意見に対する回答書 

 

令和 5 年 11 月 17日 

 

さいたま市長 様 

 

                           氏   名  株式会社 ヤオコー 

                代表者氏名  代表取締役 川野 澄人          

                         住   所  埼玉県川越市新宿町一丁目 10番地 1 

 

 

 （仮称）ヤオコー浦和三室店に対する住民意見について、下記のとおり回答します。 

  

記 

 

１ 大規模小売店舗の名称及び所在地 

   名 称 （仮称）ヤオコー浦和三室店 

     所在地 さいたま市緑区大字三室字西宿1215番3 外20筆 

 

 

２ 意見に対する回答 

No. 質問・指摘事項 回答 

1 

南側の歩行者・利用自動車の歩車

分離への配慮（歩行者のすれ違い

時の安全） 

【ハード面】 

既存道路幅員が 4.0m と狭窄した道路につき、幅員 1.0m の自主

管理歩道を敷地内に整備する計画です。 

敷地が限られているため、これ以上の幅員確保は容易ではあり

ませんが、可能な範囲で幅員拡幅を今後も検討して参ります。 

【ソフト面】 

・オープン当初の繁忙時等に駐車場入口 2（西側）、駐車場出口

3（東側）に交通整理員を配置し、南側からの来退店防止に努め

ます。 

・来店帰宅経路図を周知する際は（オープン前のチラシやホー

ムページでの周知を予定）、店舗周辺の幹線道路のみを表示し、

南側生活道路を非表示にした経路図とします。 

・開業後に問題が生じる場合は、警察や行政と連携しつつ適切

に対応します。 

 


